
 

 

NEWS RELEASE                        2021年 2月 10日 

一般社団法人日本ケーブルテレビ連盟 

 

 

新番組シリーズ 「壮観劇場」 のお知らせ 
 

 

一般社団法人日本ケーブルテレビ連盟（理事長：渡辺克也/東京都中央区）では、このたび、新番

組として「壮観劇場（そうかんげきじょう）」シリーズを制作し、全国のケーブルテレビのコミュニティチャンネ

ルで放送する取り組みを始めました。 

 この新番組は、当連盟の地域・コンテンツビジネス推進委員会「コンテンツ

WG」における検討を経て立ち上げたものです。同委員会の前身といえるコン

テンツ連絡会で「けーぶるにっぽん」シリーズを検討する過程において“より質

の高い 4K コンテンツの制作を目指す”議論が始まり、「プレミアムシリーズ」と

して検討を重ねてきました。 

 「けーぶるにっぽん」シリーズは、地域に根差したケーブルテレビが“地域

コンテンツの強み”を活かした番組づくりを全国レベルで展開しようと 2010

年に始まり、統一したテーマで各局から募った企画によって制作・配信して

きました。10年を経て制作本数は 180本、制作に参加した局は 89に及び、

全国 100 社以上で放送しています。また、2014 年からは 4K 制作を行い、132 本もの 4K アーカイブが出

来上がり、業界における 4K制作の推進役を担っています。 

 これらの経験を踏まえ、「壮観劇場」シリーズでは、4K HDR（輝度）、B.T.2020（色域）

のフルスペックの 4Kで制作することや、日本ケーブルテレビ大賞「番組アワード」で審

査員を務める日笠昭彦氏を統括プロデューサーに迎えて企画構成力の向上を目指

すとともに、コンテンツ WG に組成したタスクチームによる制作を行い、より質の高い

番組づくりに挑戦することとしました。 

 

 今回のラインナップは別紙の 6 タイトルです。既に第 1 話は完成しており、AJC-

CMS（当連盟のコンテンツ流通システム）で配信し、放送する局を募っています。 

4月の改変期以降は、多くの局のコミュニティチャンネルで放送される見込みです。 

新番組「壮観劇場」を多くの方にご覧いただきたくお知らせいたします。 
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なお、新番組「壮観劇場」の第 1話をご覧いただき、制作者と会話ができる「オンライン試写会」を開催し

ます。会員事業者の編成制作担当者が主な対象になりますが、プレス関係の皆さまの参加も歓迎いたし

ます。下記の概要を参照いただき、ぜひご参加賜りますようご案内いたします。 

【 「壮観劇場」オンライン試写会 ご案内  】 

＜日時＞  

2/18（木）10:00～11:30（最大 12:00 まで） 

＜開催方法＞  

Webex Meetings にて。ウェビナー形式で番組試写、説明・解説、クロストークを行う。 

＜参加対象＞ 

 ・連盟正会員オペレータの編成制作担当者・責任者はじめ、ケーブルテレビ従事者 

 ・ケーブルテレビ記者会はじめ、プレス関係者 

  ※イベントの模様は録画し、後日（編集あり）SNS で一般公開します。 

＜主な内容＞ 

① 番組シリーズの概要紹介・説明 

② 制作者紹介 

日笠昭彦氏（統括プロデューサー）  

金森宏仁氏（ポスプロ：Over4K） 

大野陽一郎氏・藤岡英嗣氏（長崎ケーブルメディア） 

③ 質疑応答（プレス関係者対象） 

④ 番組視聴（第 1 話「男女群島とクジラの寝姿」25分） 

⑤ 制作者トーク、質疑応答（全参加者対象） 

番組立ち上げの主旨、番組づくりのヒント（企画・構成の立て方）、 

4KHDR の技術解説、高川裕也（ナレーター）メッセージほか、制作のウラ話まで 

 

＜参加申込み＞ 

E メールに下記の項目を記述のうえ、件名を「試写会参加申込み」として下記に送信してください。 

【送信先】jcta_contents-lab@catv.or.jp（連盟コンテンツ部あて） 

折り返し、受付確認メールと Webex Meetingsの招待メールを送信します。 

【記入項目】①参加者の氏名 ②会社名 ③所属・役職 ④E メールアドレス 

 

 

 

 ～本件に関するお問合せは、下記までお願いいたします～ 

一般社団法人日本ケーブルテレビ連盟  <http://www.catv-jcta.jp> 

コンテンツ部 担当：原・中田  TEL：03‐3566‐8200  FAX：03-3566-8201 

                    E-mail：jcta_contents-lab@catv.or.jp 

mailto:jcta_contents-lab@catv.or.jp


長崎ケーブルメディア ジュピターテレコム

秋田ケーブルテレビ ケーブルテレビ富山

Goolight ケーブルテレビ徳島

https://www.cable4k.jp/

https ://www. catv- jcta. jp

壮観な映像美の世界へ
見たことのない絶景を特等席で

男女群島とクジラの寝姿

ナレーター／高川裕也
「カンブリア宮殿」テレビ東京、
「NNNドキュメント」日本テレビほか

日本各地の壮観な景色を高品質な4K映像でお送りす
る「壮観劇場」。テレビの前は、この劇場の特等席になり
ます。シリーズを通して、視聴者を見たことのない風景
美、映像美の世界に誘います。

鳥の重要な生息地である長崎県の男女群島。ある日、沖合で水中撮影に
挑むと“立ったまま眠るクジラ”の貴重な姿をとらえた。ここには、浅い海
にはいないはずのマッコウクジラが現れるという。

巨大橋梁が架かる瞬間！消えた町と米子大瀑布の四季
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ダリアの神様と秘密の花園

潜入！米軍厚木基地
― 遺る昭和の面影

千以上の品種を生み“ダリアの神様”と称される父・幸治と新進気鋭の息
子・康二。「魔性の花」と呼ばれるダリア開発に密着。神秘の色が生まれる
までの過程と開花の瞬間を４Ｋ映像が解析する。

かつて硫黄の採掘で賑わった町が消え静寂が訪れた谷あいに、幾筋もの
大きな滝が轟音と共に流れ落ちる。豪雨災害の影響で入ることができな
い瀑布群の絶景を四季折々ドローン映像で届ける。

礼拝堂として使われているかつての武道場には今も昭和の面影が残ると
いう。日本の中のアメリカ…アメリカの中の日本…互いの文化が同居する
場所、米軍・厚木基地に４Ｋカメラが入った。

天空への一本道！
高さ20ｍの雪壁を築く

春…高さ20ｍの巨大な雪の壁に挟まれて観光バスが行く立山黒部アル
ペンルート。３か月かけて人知れず除雪作業を行う専門集団に密着取材が
許された。立山の四季、その大自然と共に描く。

国内最大級の巨大クレーン船が支間長250ｍ、重さ2900tの橋を架ける。
風と潮に左右される洋上の作業には、確かな技術に裏打ちされたプロたち
の仕事があった。四国横断自動車道にかかる巨大橋梁工事の1日を追った。

番組のタイトルや内容は変更になる場合があります。予めご了承ください。

番組情報更新中！
https://www.facebook.com/spectacletheater
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